
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 
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	TextField2: (1)授業の題材に関連した新聞をスクラップして使用する｡≪新聞を見せる･読ませる≫(2)授業で学んだ知識も踏まえて､今後どのような記事が出るかを探させる｡≪自ら情報を入手する≫(3)探した記事をまとめ､事実を正確に読み取る｡≪情報をまとめる≫(4)授業で学んだこと､考えたことを文章で表現し､各新聞社に投稿する｡≪情報を発信する≫この(1)～(4)までの流れを元に､授業を展開した｡(1)新聞を見せ､臓器移植法改正案が衆議院を通過したことを確認させることを導入とし､臓器移植とは?脳死と　は?などの生徒から発せられる疑問点を整理しながら､基本的な知識を学ばせる｡(2)7月13日に参議院で審議されることを予告し､それまでに臓器移植法改正をめぐり､さまざまな記事が出され　ることを予告し､新聞やニュースをよく見て､気になった記事をスクラップするように指示する｡(3)脳死移植法改正は妥当かどうか｡脳死を人の死と認めるかどうかなど､新聞記事の様々な立場からの意見を受　け止め､自分の考えをまとめさせた｡(4)授業を通じて､臓器移植に関して考えたことを文章にまとめ､各新聞社に投稿した｡
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	TextField2: 現代社会　190人
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